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文部省の教育近代化に伴う体操振興の方針にそって，明治11年 (1878)わが国に適した体操法

の研究選定と，体育教員の養成を図る目的で体操伝習所が開設された。明治政府は，そこでの指

導者として米国からリーランドを招き直接その任に当たらせた。明治14年(1881)，3年の任期を

終えリーランドが帰国するや坪井玄道が問所の主任教師となり，リーランドが伝えた普通体操の

普及に務めた。

今田取り上げるのはその中でも，坪井が高等師範学校及び女子高等師範学校教授であった明治

33年6月，文部省は彼に体操研究を自的として向こう一年聞の欧州留学を命じているo(r体操研

究ノ為満一年間仏独英三ヶ国ヘ留学ヲ命ス 但シ米国ヲ経テ帰朝スベシ 明治33年6月12日

文部大臣 様出資紀)1)その際特に興味深いのは最後に米国経由で帰国することの一行を付け加え

ていたことである。

これまで坪井に関するこの時期の研究は，曲想、などを元に論述されることが多く，彼の替動を

巡って産接現地に残された史料に却して検討されることはほとんど見られなかった。



本研究では，当時坪井が帰国の際に米国に立ち寄るの

は如何なる意義が存在したのか，実際にどの様な場所を

訪れ，どんな人物と出会ったのか，また被を待ち受けた

ボストンでの反響はどの様なものであったのか等につい

て， 1995年に行った米国史料誠査の際に，新たに発見さ

れた当時の現地ボストンのジャーナリズムに掲載された

g本閣内に所蔵されている坪井玄道関係史料を

要な手がかりにしながら，可能な眼り解明していく O

最後に，この度の米国体脊視察の成果について，考察

する。
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辞令密 1

体

表1 坪井玄道路年譜

文部省から新設の師範学校(後の高等締範学校)勤務を命じられ，

アメリカ人教師スコットの通訳を勤める。

官立宮城英語学校の教師として仙台に転1f:;
体操{云習所の開設とともに，東京に廃りアメリカ人体操教師リーラ

ンドの通訳を勤める。

リ ランド帰国後，後を継ぎ体操教舗の養成にあたる。

『新選体操番Jを体操{云習所から刊行。
f小学普通体操法j上・下巻を問中盛業との共編で刊行。

田中盛業との共編で， r戸外遊戯法一名戸外運動法jを刊行。
体操伝習所が廃止となり，高等師範学校の助教諭となる。

問中盛業との共編で， r普通体操法jを刊行。
高等師範学校兼女子師範学校教授となる。

文部省から体操研究を目的として 一年間のフランス・ドイツ・イ

ギリス三か国への留学を命じられる O

欧州留学へ出発。皆学生に芳賀矢一，滝簾太郎がいた。

アメリカ経由で婦間。イギリスからピンポン用具を持ち帰り，初め

て紹介する。

抄訳 f女子運動法jを可児徳、と共に刊行。

文部省の体操遊戯取調委員となる。明治38年~例年にかけて，

操発達史jを初めとして著書，訳書を次々と発表。

7月

明治14年(1881) 7月

明治15年(1882)6月

明治17年 (1884)6月

明治18年(1885)4月

明治19年 (1886)4月

明治20年(1887)7月

明治23年 (1890)10月

明治33年 (1900)6月

明治36年 (1903)6月

明治37年(1904)10月

明治34年 (1901)2月

明治35年 (1902)6月

(1872) 

明治8年(1875)6月

明治11年(1878)10月

明治5

ll.坪井玄遭の米関訪陪

坪井が体操研究の為，明治34年 (1901)2月に欧米に向かつて日本を旅立ち，翌明治35年

(1902) 6月に帰国するまでの間の詳しい留学行程は，日本国内に所蔵されている坪井玄道関係

資料「書簡の部J及び米国で発見されたボストンのジャーナルの問者を整理・分析することに

よって，凡そ表2に示した様に，彼の欧米における滞在行程を跡づけることができる。そしてこ

の旅の締め括りとして，同年S月初めに，米国ボストンに立ち寄ることになる O



明治34年
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表2 書簡にみる坪井玄道欧米留学行程2)

11月 ドイツ(ベルリン)

2月 日本を出発 12月

3月 明治35年

1月

4月

20日 ドイツ(ベルリン) 2 月 4 日 ~9 日

5月 スウェーデン(ストックホルム)

3月2日 ドイツ(ライブツイヒ)

6月 10日 フランス(パリ)

7月 228 

26日

8月118 。 (ライブツイヒ，イエーナ) 4月2日 イキ、リス(ロンドン)

178 ドイツ(ベルリン) 12日

9Jj 

28日 スウェーデン(ストックホルム) 21日

29日 。

10月4臼 ノJレウェー

6臼 ドイツ(ベルリン)

5月1日 アメリカ(サンフランシスコ)

3日 アメリカ(ボストン)

6月

218 。(サンフランシスコ)

帰国

函2 ベルリンにて(前列注から坪井玄道， Marie 

von Lagerstrom，後列左から吉武栄ノi島小

泉又一司蜂奇貞輿らと)明治34年9丹
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1.訪米の隠的

この時期における坪井の米国訪問には，いかなる目的があったのであろうか。この辺りの事情

に関して最も詳しい『ボストン・グロープj紙は， r坪井玄道氏がボストンに来たのは， 18跡や
しい風景，僚の建物を訪れるためでも，たくさんの教理やこの地域特有の「学説jを学ぶため

でもありません。傑出した日本人である坪井教授の自的は，東京，次いでは日本全土で指導する

システム化された体育教育に採用できる体育の方法をボストンから学ぶことマす。Jと述べてい

るo (傍線:筆者)坪井が訪れた当時のアメリカ体育界の動きを概観すると，凡そ次の様である。

19世紀後半のアメリカ体育界の動向一体操体系の系譜3)

1.初期のドイツ体操の系譜 (C.ベック， C.フォーレン， F. リーパー， C.E.ピーチャー，

D.ルイス)

国民個々人の能力を増進させると伺時に，王子時，戦時の別なく非常事態に十分に応じるこ

とができる様によくWl悦楽された市民を国家に提供しようとすることを目的としていた。学校

におけるカリキュラムの一部としての身体運動は，運動それ自体のためでも，体操家養成の

ためでもなく，生徒自身の身体を健康で，強く，機敏にさせるために修めるべきものであっ

て，これを病気を治療したり，軽い疾患や不具を治す一般的な処方としては捉えていなかっ

た。

2.南北戦争後のドイツ体操の系譜

基本的には，ヨーロッパで、実施されていたものと同様。特に数麓類の器具を使う体操とク

ラス全体や偶々の生徒を対象とするゲーム，徒手体操又は軽体操を(音楽にあわせて実施)

行っていた。ドイツ人は，多くの体操の性格を含むゲームを通して，体育に重要な貢献をし

ている O

3.スウェーデン体操の系譜 (H.ニッセン， B.N.ポッセ， E.H.ハートウェル)

この体操をアメリカの学校に伝えた最初の一人であるポッセは，体育は単に健康だけでな

く技術の獲得，却ち抑制，印象，表現を正しく行うための注意力の教育に役だ、っている O … 
正常な活動にある自然さを助長し，異常な方向への発展を妨げるためにいろいろな運動が選

ばれた。体操運動の価伎は，身体に及ぼしたその効果とそれを行う際の簡諜さと美しさが決

定すると述べている。器械体操よりも徒手体操に重点を置いた。ここでは，逆に音楽は心を

乱すものとして非難された。

4.アメリカ体操の系譜 (E.ヒッチコック， D.A.サージェント， R.J.ロパーツ※L.H.

ギュ… 1)ック※， J.H.マッカーデイ※)※YMCAの体系もここに含めて分類した。

また合い前後して，坪井のボストン滞在を報じた『ボストン・サンデーポスト』紙によれば，

f坪井教授は文部省の指示により，身体発育のための最良の教育法を捜し求める世界歴訪の旅に

出るために，去る 2丹東京を発ちました。教授はこれまでにベルリン，パ1)，ストックホルム，

オスロ，コベンハーゲン，ライブツイヒ，ミュンヘン，テユ…リッヒ，ロンドンを訪問しまし

た。jと前罷きをしながら，今田の訪問を「日本は，他の分野詞様，国民の健康全般の基礎とし

てのみならず，国民の知的発育並びに道徳的発育の基礎として，体育の重要性を深く認識してい

この事実は，東京で男女師範学校における高等教育に関し，教鞭を執っている坪井教授が

我が街(ボストン:筆者注)を訪れていることからも明らかです。J(以下:再断)
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以上の様に，両紙とも今回の訪問のねらいを，わが国の体育の近代化に資する優れた教育法を

学ぶことであると明確に規定している O

2.訪問悶程及び場所

ボストンでは，まず最初に， Y.M.C.A.体育館にロパーツ教授*を訪問している。この模様は，

「咋日(5月7日:筆者注)，坪井教授はボストンY.M.C.A.体育館でロパーツ教授と一緒に数

時間を過ごしました。ロパーツ教授は，今までに良野な成績を収め，おそらく全国数百もの同じ

様な体育館で実践されている独自の(ロパーツ)システムを実践しましたo

(中略)…Y.M.C.A.で長年院学長を務めたリーランド博士は，ロパーツ教授のシステムに傾倒

しており，坪井教授も本市滞在中に大きな関心を寄せることでしょう。jと述べ，今闘の訪問の

中で，坪井自身がとりわけこの場所を訪れることに深い関心を示していたことを窺わせている。

*ロパーツ (RobertJ.Roberts) : YMCAの最初の体育教師， “体操は安全で傷せず，容易で、

簡潔であり，満足感を与えるもので，しかも有益でなければならなぬ"と信じていた。事実，

YMCAの初期の体育許画は，亜鈴，軽器械を用いての活発，敏捷なカリセニクスと，重器

械体操，ランニング，スポーツなどを組み合わせて，均衡が取れるように努めていた。

YMCAが独自で体育指導者の養成を始めてからの体育課程は，スポーツや競技，水上競技，

レクリエーション活動と共に，コンディショニングを目的とするカリセニクスや体操を行う

様に変わった。また，職員によるバスケットボールやバレーボールの考案はスポーツに対す

る関心を示した結果の産物であった。

1887年 YMCAトレーニングスクール(スプリングフィールド，シカゴは1890年)体育部

増設→後のスプリングフィールド・カレッジ:ロパーツ，ギユー 1)ック，マカー

デイらは体育計画の創案と発展に関わる，ジョ…ジ・ウィリアムズ・カレッジ

他に市立屋外体育館，ハ…バード大学にサージ、エント博士*¥並びに時大学フイツツジェラル

ド教授を訪れ，特に彼とは一緒に市内の多数の公立及び私立学校の訪問を予定していた。

**サージェント (Dudley Sargent) : 1879年 ハーバード大学の助教授となり，新しく出来

たヘミンウェ一体育館長を兼務する。以来40年間，体育の多くの面(教員養成，競技，カリ

キュラム，テスト，測定，体育館及びその施設等)に渡って深い影響を斎した。

1887年 ハーバード大学夏期講座開講(期間は 5避問，以後毎年開催， 57名の男女参加)

1889年 ボストンで“身体鍛練のための会議"開催

1891年 サージェント，フイツツ(ジ、エラルド)ハーバード大学ローレンス理学部内解剖学

-体育学科設置 (2~ 3年後閉鎖)

1897年 会医大学体育協会創設(1日名称、は，カレッジ体育館長協会)

これ以外には，ニューヨーク市やシカゴ等を訪れ，最終的には 6月12日頃サンフランシスコ

を経由して帰国をする計画を携えていた。

尚，この機会に坪井がリーランドに直接会ったか否かという事実4)に関しては，判然としない。

アメリカに帰罰してからのリーランドの活動については，以下の様である。
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i羊

関3 アメ 1)カにおけるま平井玄道の行韓

1893年(明治26)43歳 妻子同伴渡欧，ベルリンに数ヵ月滞在，

この年，ダートマウス医学校 (DartmouthCollege Hanover， New Hamp-

shire)咽頭科教授となる。 1913年まで20年間続く。

1894年(明治27)44歳米国耳科学会会員となる O

1902年(明治35)52歳米国咽頭学会副会長となる。

m.ボストンのジャーナルに掲載された「坪井玄道J

すでに取り上げた様に，遠来の賓客である坪井玄道の訪問を詳しく掲載したボストンの地元紙

に以下の二紙があった。

『ボストン・グロープj(1902年5月88付)5) 

f1本育研究J 坪井玄道教授， 8本における体育の最良の教育法を捜し求めて

fボストン・サンデーポストj(1902年5月118付)6) 

「坪井玄道教授j一日本における体育

各紙は，それぞれ関心を引くタイトルを付し，この臼本からの教育者を手厚く歓迎した。以下

に，これらのジャーナルに実際に掲載された坪井玄道教授の紹介，日本におけるアマースト方式

導入の経緯，日本体育の現状について(体育に対する考え方及び姿勢，日本女性に関心のあるも

の，筏米の女性の相違)など，その内容に即して検討していく。

尚， rボストン・サンデーポストJの記事は，著者 アーサ- T.パスウェル(医学博士，
所属は不詳:筆者注)と記されており，彼が取材及びインタビューするかたちでまとめられてい

たことがわかる。
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図4 Boston Globe， May 8， 1902. 

図5 Boston Sunday Post， May 11唱1902.

1.坪井玄道教捜の紹介

『ボストン・サンデーポストj紙は，同市i帯夜中の坪井を直筆，著名付き

行された『訂正増被 普通体操法.J7)のイラスト入りで次の様に紹介した。

189 

と皆学車前に刊
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「スポーツマンであり，立派な肉体の持ち主である坪弁教授は，理論

と共に実践も重んじています。訪問先では，調査中の様々なトレーニン

グにも，自ら参加しています。J
「筆者(前出:アーサ T.パスウェル)の自から見ると，坪井教

授はY.M.C.A.体育館でロパ…ツ教授の指示のもと授業に取り組む現

代のヘラクレスの様です。しかし，ロパーツ教援が坪井教授を紹介する

ために前に出るように促すと，彼はむしろ進んで、肩の力を抜きました。

坪井教授は出身国の日本国民間様，比較的背が低いにもかかわらず体格

が良く鍛え抜かれ，アメリカ男性に共通の視存体力や耐久力の持ち主と

いった印象を，人々に与えます。良く知られている8本人の礼儀作法に

従い，非常に札儀正しくお辞儀をしながら，坪井教授は日本語の普通体

操法の改訂版一部を下さいました。教科書のタイトルの英訳比 “Text Book for N ormal and 

Middle Schools on Improved Gymnastics "です。(明治31年2月26日文部省発行 f訂正増補

普通体操法1中学校及び師範学校教科用書，をさす。筆者注)
この教科害警は，基礎的で無理ない体操，深呼吸法，ダンベル，アーチェリーの的板，インデイ

アンクラブ，吊り輪，お手玉(主に女子に指導)及び科学的な測定方法に関する理論と実技につ

いて述べています。J(本番には，付録として，文部省医学監督新井春次郎博士による人体運動機

ボストン紙

に掲載され

た坪井玄道

園6
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略が添付されている。:筆者注)

以上の様に，彼の日本での最近の業績も含めて分かり易く人物紹介を行っている O

2. 日本におけるアマ…スト方式導入の経緯

アメリカからリーランドを招き日本体育の近代化に着手するプロセスは，これまでの先行研究

で数多く取り上げられてきた。例えば， 1888年アマースト卒業生ポール・c.フィリップスの
?アマースト同窓会季刊紙J寄稿の文章や「シ… 1)一関係文誉J(アマースト大学所職)8)等です
でに明らかであるが，ここで述べられている多くの部分がこうした情報源を参考にして記述した

と見倣される類似した筒所を数多く含んでいることが指摘されよう。

以下にその箇所を引用する。

わが国における体育が， 1876年から1877年にかけて文部大輔協中不二麿の同じようなアメリカ

訪問から端を発している事実は，誠に興味深いことである。不思議に思えるかもしれないが，こ

の著名な人物は，世界各調訪問後，長期に渡って調査した全ての教育方法の中でも，地味で規模

の小さいアマ…スト大学が優れたものであるとの報告をしている。この結果，アマースト教育法

を日本の学校に紹介することに関して，文部省とアマースト大学当局の聞で書簡のやり取りが始

まり， G.A.リーランド博士が選ばれてB本にアマースト教育法を教えに行った。リーランド博

士は，ボストン市立病院での任期が終わるところであった。さらに博士は，以前にアマースト大

学の準備コースを受講していたので，当大学での教育法に精通していた。その後3年間リーラン

ド博士は，総括監督者伊沢修二のもと伝務に従事した。この間，著名なニューヨークの教育者

デイピット・マレ一博士も日本に滞在中で，日本の師範教育の指揮を担当していた。

次にリーランド博士は書簡の中で，文部大臣が当時既知の他の会ての教育法を差し置いて，採

吊を決定したアマースト体育教育法の特徴について，以下の様に述べている。

それは軽い柔軟体操で構成され，指導は各クラスごとに行い，全ての学生が参加を義務づけら

れるものである。この結果，アマースト大学は陪大学の学生の健康のために，システム化した訓

練を採用した最初の大学として，当時，体育教育における名声を与えられた。

1)ーランド博士によると，日本の文部大臣が自を見張ったことは，身も心も没頭させながら，

音楽に合わせ，とても楽しく体を動かす体操に，皆が参加しに来たということである。

続いて地道な実践を積み重ねてきたアマースト方式の成楽に触れて， 1872年にリーランド博士

は，大学10テームが参加したスプリングフィールドのコネテイカット111ボ{トレースで見せたア

マースト体育教育法の素晴しさについて以下の様に述べた。

会てのテームの中で，アマーストの男子学生達は，全般的に最高の成長を見せてレースに{憂勝

し，システム化した体育教育の勝利を宣言した。

続いて，このアマースト方式を導入することになった動機とその後の発展ぶりについて，以下

の様に要約した。
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1869年以前は，他の大学同様アマースト大学も徹底的な体育教育に対してほとんど関心を示し

ていなかった。確かに鉄棒，クロッケーや輪投げはしていたが，どれもたまに遊んだり娯楽です

るもので，指導者連が夢見ていた科学的体育の実施といったものではなかった。そこで，厳しい

眼で，徐々に低レベル化していく一部の学生達に気付き，全体的な科学的体育教育を通じて，将

来的な健康や精神力の碁礎を築くという考えを産み出したのが，敬うべきスタ…ン博士(第4代

学長:筆者注)で、あった。

1858年，一人の将来有望な学生が死亡した。博士は，この学生の死は知識だ、けに偏った教育の

せいだと考えた。先見の明があるこの教育者は，大学の理挙達を説得して体育学科を創設した。

アマ…スト大学は，大学課程に体育教育を設置した最初の大学として，アメリカの学校の先駆者

となった。

この小さな始まりが，世界的な体育に対する需要に発展していった。

その需要は，大学や短期大学のみならず公立や私立の一般の学校にも広く普及していった。

最後に，身体的発育が道極的性質に及ぼす影響について言及し，アマースト方式の特性につい

て次の様に強調した。

通常の身体的発育が青年に道穂的性質にどの様に関係するのかについては，すぐに結果がみら

れるものではありません。しかし少年期に，努力しなければならない素質を得ょうと求めた人が，

青年期に成功するのです。この内に秘めた行動力一あえて雷うなら，根性，勇気，活力，度胸，

決心ーが肉体的に鍛えられた人間を形成し，大抵その様な人間は，自信を生みだし何処に行って

も自らの選を勝ち取る純粋で強靭な姓格，そして美点を兼ね備えているものです。パットやオー

ルの陰に隠れている少年連に必要なことは，筋肉と問時に勇気を養うことです。そして賢明な体

育教育を実施している教育者連は，単に受け持ちの生徒達の知性と体力を鍛えるだけでなく，彼

等の人格も養っているのです。

3. 13本体育の現状について

1)体育に対する基本的な考え方及び姿勢

日本の学校教育の一環として義務づけられている体育の利点について，以下の様に述べた。

一般に学校の教室での体育は，子供たちにはたいてい嫌がられる存在にある。またこれを内容

的にみても極めて機械的な遊びに過ぎない傾向が強くみられ，一方教師たちの厳格な監視のもと

本来の自的から逸れている現状にある。しかし例えこの様な実情にあっても，心と体の手作りの

教養こそが，学校を卒業してからも，生徒に末長く体育の習慣を続けさせることに直接つながっ

ていくものである。

実際にわが酪で体育教育が開始されて以来，全体として由民の健康保持と長寿をもたらすこと

に大いに貢献してきたが，概して日本の下層階級は，怠惰で裕福な階級よりも体が丈夫で健康で

ある。その様な傾向が見られるにもかかわらずこの裕福な階層は大学を卒業してしまうと，学校

での体育のことに段々無関心になり，食事と藤紘の時以外は，凧上げをしたり，将棋大会に出た

りして過ごしているのが現状である。

以上のことから肝案すると真に体育を必要としているのは，これらの裕福な階層であるといえ



主平井玄遂の米国体育筏察 (1902年5Jl-6月) 193 

る。

2 )臨本女性に関心のあるもの

次に今日，わが閏の若い女性達に流行しているスポーツについて雷及し，その効用について逆

にアメリカ側に指摘をしている簡所がある。

現在のB本の若い少女達に人気があり，会身の健康をもたらす競技がバドミントン(英国式羽

根っき)です。ほとんどのアメリカの子供達は，このゲームのことを全く開いたことがないので

すが，非常に爽快で健康的なゲームの一つであることは確かです。もしこのゲームが，アメリカ

の子供達の問で人気が出たら，日本同様，全アメリカ国民の人気を得ることでしょう O

3 )悶米の女性の相違(体育，宙環，衣服，寿命)

ここでは，日米の女性の体育，習慣，衣販，寿命などの違いについて，その特徴を端的に述べ

ている館所である。

①日本の女性の体育について触れた箇所では， (一般的な傾向として)私たちは，楽しいこと

や，幸福感とか健康を与えてくれるものを熱心に続ける。日本の女の子は，何時間も続けて

遊ぶが，これは河時に最良の体育でもある。一方米躍の女性の場合は，彼女たちの運動とい

えば，罵車乗りあるいは，常時監視の自に隣された中での謹えめの散歩といった様なものが

一般的である。

②B米の習慣の違いについては，日本の少女は，自分の部屋や庭で，烏や菊，蓮の花の香りに

閉まれ，幼少の演は女中の世話になりながら，自らを鍛えていかなければならない。一方米

国の場合は，人々は教養クラブや利益的なクラブの会合のために室内に集まるといった習'讃

は持ち合わせていない。

③衣服に関しては，日本の若い女性は，自由で自然な生活環境の元，ゆったりとした着物をき

ている。これとは対照的に米国の普通の若い女性は，コルセットを身に付けたり，ウエスト

を締め付けている O おしゃれな装いではあるが，健康顕を無視したものである。

最後に最も興味をヲiく問題として，女性の寿命の長さを指摘している O

@日本の女性は，男性よりも長生きをする。見たところ華奪な体つきなのに，一般的に健康で

長生きをし多くの女性が90歳， 100歳まで生きる。(各国勢調査で， 80歳を超えた医民全てに，

天皇理下が美しい fサコJ(杯)を贈る風習がある。この年令に達する男性はわずかである
が，多くの女性は皆が羨むその贈り物を受け取りにやって来る。)理由として披女たちの習

慣，衣服，そして野外での自由な時間を謡歌している為と考えられる。尚，ここでは米国の

女性の事例に関しては，一切触れられていない。

当時の日米の文化，生活，習慣などの違いが容易に比較対照できて実に興味深い指摘を行って

いる。

N.醒学報告一日:本近代体育の更なるアイデアを求める旅の総括

坪井玄道は 1年4ヵ月にi度る欧米留学を通して， rボストン・グロープ』に以下の様な旅を
総括する一文を寄せている。

(世界各闘で実施されている:筆者補足)システム(体操体系)は，様々である。しかし， ドイ
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ツ9) スウェ…デン9) アメリカ叩}のシステムの問には抜本的な違いは見られない。これらのシス

テムは多かれ少なかれ適合している。日本では，学校の各学年に関係する多くの体育館に幾つか

の体操器具があるが，我々はその器具だけにとらわれていない。

日本には塵外体育舘がある。特に東京付近は温暖で，気候も大抵年中穏やかで，若者の関心を

大いにヲ|いている。

わが国には，アメリカ人のいう競技 (CompetitiveSports)がほとんど行われていない。

過去20年間に，体育の現場は大きく広がっていった。

今後，ニューヨーク，シカゴ，サンフランシスコを訪れ，吏にわが関システムの役に立つもの

を収集する予定である O 帰罷後は，現在採用している教育法よりも優れていると私が考える先進

の新しい方法を，多くの教締集団に教えるつもりである。

ここの館所で極めて重要な指摘を行っていた。

一つは，現在，欧米で実施されている体操(主としてドイツ，スウェーデン，アメリカ)は，

どれを採っても大きな違いが見られないとの判断を下したこと1九二つ自には，わが国に体育が

導入されて以来この方，スポーツの実施がほとんど見られなかった点を鋭く突いたことである。

そのため一番身近にあったリーランドが伝えたアマースト方式の継承・発展を計ると同時に，一

方ではその不備な点を克服しようと常に努力を怠らなかったことである。

結果，彼が後年体育を通じて目標(目指した)とした「体操遊戯併用Jl目論に結実していった

と考えられる。こうした意識の芽生えは，まさにこの時期を契機に形成されていったものと看倣

される。

最後に，

「どこも，私を暖かく週かえ入れて下さいました。その中で私が誠査して特に感銘を受けたの

は，スウェーデン， ドイツ13)(rドイツ人は最も多く体操器具を使っています。しかしながら，

特に学校ではバランスや行進，ダンスの時の姿勢に非常に高い関心を寄せています。どの学校

も体操に多くの時間を割いています。J)(ボストン・グロープ)，そしてここボストンです。j

と最も印象に深く残った三つの都市を挙げて，文章を締めくくっている O

v.おわりに

坪井玄道は，欧米各国の体育研究を行ったが，とりわけ関心の深かった米関体育については，

わが菌にもたらされた体育のルーツを自分の日でしっかりと礁かめることと同時に体育導入以来

20有余年を経て一段と進歩・発展した米障の体育教授法に学ぶことが主眼であった。

『ボストン・グロープj紙は， r体育は以前，高学年の授業にだけ探用されていましたが，今
では低学年でも取り入れています。日本人の競装，特に女性の瓶装は，他のシステムの幾っかを

実行不可能にしています。坪弁教授はまだ，自問に取り入れられるものを数多く見つけるつもり

です。…(略)…教授は長い旅の簡で見て来たものを全て，メモにぎっしり取って来ました。更

に，興味を持ったテーマに関する文献を収集して来ました。Jとこの辺りの事情について吏に詳
しく述べている。

これまで見てきた様に，坪井玄選が欧州、i留学をほぼ終えて立ち寄ったボストンで洩らした感想、

は，彼が後年わが閣の体育界で活動を成していく醸の中核をなす根本理念を示唆していたといえ

るO
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他のシステムについても千思万考の末に，尚，一途にアメリカに深い関心、を示し，進歩した教

育法をわが国に導入するために尽力した。

こうした起動力を呼び起こす契機となったのが，まさにこの時期の倣州留学・米盟視察の体験

を通してであったといえよう O その意味では，坪井の視野と探究心を大いに拡げた旅であった。

坪井のヨーロッパ諸国における体育研究及び米関ボストン以外の諸都市を巡る視察の詳綿につ

いては，今間取り上げることができなかった。今後の課題としたい。

<5.主〉

1) r坪井玄道関係資料j，l.A 辞令，明治33年6月12日
2) r:t~平井玄道関係資料j ， 8.H 書簡(1-10)，著書簡中， No.1-No.309について年月日，表題，差出人，

受取人，形態を手がかりに，主平井の留学中の滞在先を跡づけた。尚，滞在地は，あくまでも芸書簡にままづき

発信地及び受信地により確定した。

3) D.B. ヴアンダーレン 'B.L.ベネット共著，加藤橘夫訳『体育の世界史.1.p383-p417 (前掲箆所を参

考に， 19世紀後半のアメリカ体育界の動向を筆者が概観した。)， 1976年7JLベ スボ ル・マガジン社

4 )国民教育奨励会編纂『教育五十年史.1.第二寧 創業時代の附範教育体操伝習所の設置 坪井玄道， p18 

-p23，民友社，1922年10月

リーランド氏帰国の筒所で， rリーランド氏は其後独逸に三年留学，米国に帰てから耳鼻明日侯科の開業
医となった。私が前に米国へ行った時別れてから21年目で遭って大騒世話になった。今でも達者で居るさ

うだが，其時から数へて今年が又其二十一年目に当るのも何かのl2SI縁であろう。(完)jと述べている。こ

の記述から推測すると，米国視察の途上で，この二人は夜接出会ったことになる。

5) Amherst College rリーランド関係資料j，3) Clippings -Boston Globe， May 8， 1902 
6) Amherst Colleg'白 r ，.，. q j， 3) Clippings -Boston Sunday Post ，May 11， 1902 

7)坪井玄道・問中華襲業編 f訂正増檎 普通体操法.1.明治31年2月26日，文部省発行， 巻末の記述によ

れば，明治20年7月8日 版権所有属文部省，同31年2月21日 訂正増補文部省検閲済，同年2}j23 

日 訂正増檎印榔，同年2月26日 再販発行(発行兼印刷者大日本図書株式会社)となっている。

8 )郷稿「リーランド拐勝に関する経緯jーアマースト大学所蔵文書の分析を中心として，北海道大学教育

学部紀要，第73号，1997年， ここですでに指摘した様に，

( i) 1878年3月6日付言書簡 体育教師の招蒋(体育教締選任依頼)

(ii) 1878年8月15日付苦手簡 1878年6}j3日付芸書簡 体育教師選任に関する 体育教師選任に関

する御礼，リーランド博士に寄せる期待，契約に関する進捗状況

(iii) 1879年4月10日付書簡 リ…ランド博士赴任後の活動報告，わが国体育教育の実情報告，リーラン

ド1零士選任に関する御礼， (今村姦雄『学校体育の父 リ ランド博士』資料12 沼中不二麿番状

シーリー宛 同惑では， 1879年4}j1O日付芸書簡のみが取り上げられているに過ぎない。)

これらの著書簡によって，詳しい事情を侭い知ることが可能で、ある。

9) r山陰之教育j，明治35年3月，鳥取県立図書書館所蔵
主平井によるドイツ体育被察によれば， r男女の体操 佑林に於ける体操の模様をみるに中学校小学校私
立の学校を関わず共に中々盛に行われ，日本では主に男子のみに課せられあれども此所では女子に行われ

つつあり。主主程度は行進遂動，器械体操にして器械体操は鉄棒の肱懸よがり，振上懸垂，木馬のi菊脚跳関

腕銚等簡易のものを用ひたり。されど男子の体操に就いては日本と較べて格段斬新なる事なけれ。j

同様にスウェーデンの事情についても触れて fストックホルムは伯林よりも一層体操の奨励さるる土
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地にて学校に於ける教授の方法及体操の種類などは那に伯林と異なる所なし・・(略)一時に偶々小学校生

徒の合併運動会ありて王国体操学会長の紹介にて運動会を来観せしが男女の生徒の運動方法は別役目新ら

しく恩はる点を発見せざりし。一挙に体操といへば壮年者のみに限られ併も強壮なる者に行はる感あれど

も此所にては老人に体換をなさしむる方法あり。jと当時の体育事情を述べている。

10)藤村とよ f学校体育論.1(学校体育文庫 第二巻)，1930年3月12日，一成社， p58， 

坪井玄遂の弟子で，彼の1iJ児徳が洋行し帰朝後の話しに拠っても， r主主主阻q?J:幸長孟控{主役佐賀県法ム
ヱ抵罫~q?進主主E:~遅阿佐主主q?-'!;:.な万一i子於ど:ζi主主友、支柱F2_q?張感詑盛&J;11j2.h.:I_~_'仰なというこ

とを報告されたことがあった。jとさ当証寺を振り返って漆懐をしている箇所がある。(傍点:筆者)

11)前掲察， p22~p23 ， 

坪井l土，当時欧米で実施されていた体育を凡そ以下の様に受け止めていたと考えられるo

問弁玄道氏が世界漫遊中，既!;設也圏J三於ι.1:1主Z，_2三二L-<:_flJ1g1晃司しよど司会主主担Q_12_::f-，___r:_'tZ1':
j主Z，_2三二L-<:.側議接惹没投章受.\.~ー金_~_li主主Jltl:T~~虫食ュ…尚既1er:担~-~-ユなと言わ

れていた。郎ちドイツはいよいよ真理と認めたならば，他閣のものでも000のもの同様に取り入れる代り

に，決して自己の中心を覆へしてまで不合理に流行を追わないということは確実である。

今日ドイツではスウェ…デン式を全然採用しなかったとは言っていない，然しその長所を採ってその短

所を採らなかったということは明らかであるのみならず，二ξrz2_長逝ーを且毘!;.盟とiιk.:t.h.J:.凶器週ム.__Z，_~主主

云っている。

今日如何なる図に於いてもスウェーデン式の器械のない鴎はないに反してドイツにては，僚に肋木があ

る他にはスウェーデンの器械は用いていないのによっても明らかである。j(以下:間断)

12)鵜沢久美子『中世以降の市JlI.l，五.郷土と人， p54~p63， 1982年10月

「縫かに，彼が体育界に身を覆くようになったのは，リーランドの通訳を勤めるという一つのきっかけから

に過ぎなかった。しかし，その後の彼の行動は，一覧して f体操遊戯併用jという体育論を掲げ，得意と

する語学カを生かして，欧米スポーツの中から日本にあったスポーツを選んで紹介，普及に努め，当時の

体操の戸外遊戯不足是正に努力している。j

同様に，体操遊戯併用論に言及した論考は，他にも例が見られる。木下秀明 f近代日本の体育思想3

坪井玄滋j，p351 ~p355，体育の科学， 1964年 6 月 ここでは， r坪弁は，身体活動による心身の教育とい
う意味での体育観にたち，健康を白的に合理的に構成された普通体操と人間性の発獲に資する戸外遊戯を

併用する方法論を提起したj， (この時期における)近代的な体操遊戯併府議の提唱者(筋の通った体育

思想家)として彼の存在を渇く評価している。

13) r京都府教育会雑誌j，149号，明治37年9月， plO 
明治37年8月，主平井は欧米留学から帰国後， r体操」と題して京都府に於いて以下の様な講演を行った。
「欧米の先進関へ行ったら燃かし新しい体操や珍しい運動が沢山あって恰も支の山へ入った様に抱み取り

えり取りであろうと思って行きました。所が案外さうでない。一向つまらぬことが多い。…段々見て歩く

内に追々感心すべき点が見い出された。能く能く調査して見ると…感服すること許りであった。独逸には

一番永くi帯複しましたが，薬会主弦1:、f主主主体操民生t室。】身生rz2..T:主役主ゑ;う市盟主目盟主窓会開設':.2-，.…援護主i主権寄

主主主主-q?主選ム立盟主:IA'.::f生i産車!in;主_12_:.It_2援J三_""_1"ど主9ー…日本の学校で，器械体操をやらせる所
を見ると，大変に難しいことをやらせるから，生徒一人では中々出来ない。…生徒がやって燈るのか先生

がやって居るのか，殆どわからぬ様な次第である。独逸では容易なものを選んで，其j二足の運動や手の運

動や身体の運動や色々の種類を取り換え入れ換へて飽かぬ様にやらせている。日本でやる所を見ると学校

の時間舗にあるからやらせると云う様な有様で…それでは何の役にもたたぬ。弘l主狙逸塩L;l霊易問主主主盤
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企~_t草ι~_?-辻角などよ思J:.。生徒の飽かぬ様に色々の種類をやらせると云うことは，初め随分と m難なこ

とであるが熟練して来ると訳なく出来る様になる。

それで体擦を教えようとなさる方々は，主主主第二基援護l;';.民主1主煮立良県主.Y_:L".二遊離i主R~三位支j副主

ヨ主主役密主義まなど変_12-，--焼。宏監遊戯よ金:E-2_主主義.ff_!!_動な士山主l~V~義民主主主金企主是主去動佐

遊競走叩号~_{>J重l三」など。

瑞典。体育では世界第一だと誇っている丈けあって，それは媛大なもので独逸などの比でない。…而し

て隼操教邸J!t，__友葱巳車道主.h_-rどみム志主集操主主漉J三位墜を二七-~-混山刀ゑQ_A主笠主主lさ麓j_.1"_罷全土_'!2集

盤整阻まE室主主主Jゑ。J(傍点:筆者)

と述べ，坪弁が欧州留学中に感銘を受けた体育に関する指導法及び基本的な考え方，体育教師の位霞づ

けなどについて特に強調している箆所が見い出せる。


